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　黎．慧，窯断層構造

　本地域に発達する断層系統と主要断層については，第

3図と第i表に示すとお麺である。

　ここでは本地域に発達する断層の一般的性質紅ついて

絡述する．

　（i〉断層はすべて正断膳である．

　（2）走向が北西一南東一四北断一東南東で，南西欄南

南噸側落ちである．
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議が多くなる。
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難質灘憲欝欝薄報　（灘甚墨豊巻　奮霧喋脅〉

層ぐ炭層を含む）中のガス圧を紫すものと考えられ，こ

の場合の署炭中のガス量は翫ヅ総で，砂岩中のそれは

蕊．勲罵／靱ンである，、

　（巽）　擦炭に伴なつて湾充き擁鉱流出するメタンガスは主と

Lて本壕1下位欝瀬慧から本層｝1、瓜位鑓．雛朧閥にお身ナる炭麟

（下麟・本層・上層）と砂岩層中のガスであ夢，その量

は参襲騰毒／齢鷺である軸

　（導）　坑道掘進の景碑欝に1よる炭矯1弩のガス1芝1蜂．下範犠警甕
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か申の慈、のと翌鯵えられ．る。
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